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期待効果と課題

資料8 -1- 42　ウェブサイトの効果（複数回答）［2008年
-2009年］

資料8 -1- 43　ウェブサイトに今後期待する効果（複数回
答）［2008年 -2009年］

資料8 - 1- 44　費用対効果を期待して今後取り組みたい
ウェブサイトのための技術やサービス（複数回答）［2008
年 -2009年］

資料8 - 1- 45　ウェブサイト活用の際の障害（複数回答）
［2008年 -2009年］
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古いシステムがあり、
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アウトソーシング先の良し悪し、
選択基準がわからない

経営者や決済者が
テクノロジーに対する理解がない

社員の活用意欲や
スキルリテラシーが足りない

ウェブサイトの効果が
分かりにくい

サーバーを運用できるノウハウを
持つ人材が社内にいない

予算が増えない、あるいは
コスト削減が厳しい状況である
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ウェブサイトには宣伝・広報、売り上げへの効果を期待
ウェブサイトの効果および今後期待する効果では、ともに「宣伝・広報効果、ブランド認知」と「売
り上げに対する直接効果」が主なものであり、これらが開設している理由ともなっている。今後取
り組みたい技術やサービスは昨年から大きな変化はみられず、集客のための項目が上位となって
いる。一方、ウェブサイトに対する課題では、人材不足や予算不足、コスト削減が昨年に引き続き上
位である。
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